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〔

ζ 

ζ

を

と

じ

て
く
だ

さ

も、

〉

寒さを忘れて健聞を鈍う青年図の皆さん
O 

心身の健全な発達をめざして

大村市青年団

現代社会の中で、レダャーやビジネスに車を利閉す

る機会が多〈なり運動不足になりがち広ζ"，，'るです

大事j市首年団連絡協議会〈長岡力会長〉では.1 ~ 

9日.大村公爾ー帯?で問員の男11:laO人が怠加して、

クロスhントリ 大金を聞きました.

大会は、団員の日常生活、組織活動のー槍とLて、

心身の健全な発注を霞的として行われました.

スタートは、滋鎚場駐.1111ーから男子4凶、 女子E回

のヨ スで公悶を回り第さも忘れて健胞を餓いH た

.伎のあとは、あらかじめ憎備されたぜんざいで絞

れをいやし、表彫式をして解11'<しました.

クロスカントリー大会
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(2) 

税

の

千日

所

b 

J-I-τ鼻

厄

由・

.fr.. 
口

確

2
月
刊
日

1
3
月
刊
日

を

か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
各
人
で

計
算
を
し
て
み
な
け
れ
ば
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
申
告
義
務
の
あ
る
人

が
、
期
限
内
に
申
告
し
な
い
場
合

は
、
無
申
告
加
算
税
や
延
滞
税
な

ど
余
分
の
負
担
が
か
か
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

農
業
所
得
の
あ
る
方
で
所
得
の

計
算
が
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、
税

務
署
か
市
役
所
の
税
務
課
に
相
談

し
て
下
さ
い
。

な
お
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
つ
い
て

は
、
給
与
以
外
の
所
得
が
二
十
万

円
を
超
え
る
場
合
に
は
確
定
申
告

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

な
税
金
に
「
所
得
税
」
が
あ
り
ま

っ
て
い
ま
す
。

に
申
告
し
、
納
税
す
る
こ
と
に
な

私
た
ち
個
人
に
と
っ
て
、
身
近

市政だより

六・営す
日・んが
かで
らお商
三・ら庖
月・れや
十・る工
五・方場
日・はな
ま、ど

で二・営
の月・業
間十・を

一
確
定
申
告
を
怠
る
と
一

確
定
申
告
を
す
る
義
務
が
あ
る

※ 

下

水

道

て

?とK
"'lC 

つ

広
畑
四
時
比
時
閣
川
順
一

所
得
控
除
に
は
医
療
費
控
除
・

社
会
保
険
料
控
除
・
生
命
保
険
料

控
除
・
基
礎
控
除
な
ど
十
四
種
類

あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
控
除
は
、
納
税
者
の

個
人
的
事
情
に
応
じ
て
、
税
の
負

担
能
力
が
異
な
る
と
乙
ろ
か
ら
設

け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

計
算
の
結
果
、
所
得
が
一
定
限

度
以
下
に
v

な
る
人
は
「
確
定
申
告
」

の
必
要
は
な
く
、
そ
れ
に
か
え
て

市
民
税
の
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

寒

さ

を

吹

き

飛

ば

す

…

剣

道

協

会

の

寒

げ

い

こ

ち

へ

た

内

出
一
月
二
十
日
は
、
大
寒
の
入
り
武
道
館
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
会

昨
日
冬
一
番
の
寒
い
季
節
で
す
。
員
の
み
な
さ
ん
も
喜
ん
で
い
ま
す
い

ω

一
月
十
七
日
か
ら
二
十
二
日
ま

寒
げ
い
乙
は
夕
方
五
時
か
ら
一

• 

か
で
、
大
村
剣
道
協
会
(
平
山
久
之
時
間
で
、
広
々
と
し
た
館
内
で
は

叫
助
会
長
)
会
員
並
び
に
各
地
区
少

寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
元
気
な
か
け

凱
年
剣
道
の
皆
さ
ん
約
二
百
人
が
集
声
で
熱
気
が
む
ん
む
ん
・
。

元
っ
て
寒
げ
い
乙
を
聞
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
先
生
方
を
相
手

昨
年
ま
で
は
徴
神
堂
で
行
っ
て
に
き
び
き
び
し
た
動
作
で
か
け
ま

い
ま
し
た
が
、
五
十
一
年
三
月
に
わ
り
、
大
人
も
圧
倒
さ
れ
る
よ
う

約
一
億
円
を
投
じ
て
完
成
さ
れ
た
な
寒
げ
い
乙
風
景
で
し
た
。

守

つ

暮

し

と

自

然

ろ

-
v

・
v

・
v

・
v

・
v

登

記

相

談

は

お

気

軽

土
地
や
家
屋
の
所
有
権
、
賃
借

権
、
抵
当
権
、
そ
の
他
登
記
に
関

す
る
乙
と
で
い
ろ
い
ろ
お
わ
か
り

に
な
ら
な
い
方
は
、
お
気
軽
に
ご

相
談
下
さ
い
。

日
時
二
月
十
八
日

手

を

あ

げ

て

l乙

ど

ぞ

つ

午
前
九
時
三
十
分

t

午
後
三
時
三
十
分

場
所
市
民
相
談
室

以
降
毎
月
第
二
金
曜
日
に
登
記

相
談
を
実
施
し
ま
す
。

止

っ

た

車

に

あ

り

が

と

う

婦
人
交
通
指
導
員
を
募
集

大
村
市
交
通
安
全
協
会
で
は
、

次
の
と
お
り
婦
人
交
通
指
導
員
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

二
月
一
日

l
二
月
二
十
八
日

募
集
人
員
一
人

年
齢
制
限

昭
和
三
十
二
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
三
十
四
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
れ
た
京
子
で
日
本
国
籍
を

有
す
る
人
。

学
歴高
等
学
校
卒
業
程
度
以
上
(
本

年
三
月
高
校
卒
業
見
込
み
の
人

を
含
む
)

願
書
締
切

一
一
月
二
十
八
日
(
雇
歴
書
、
写

真
を
添
え
て
大
村
市
交
通
安
全

協
会
事
務
局
へ
提
出
)

採
用
試
験
三
月
上
旬
ご
ろ

試
験
日
は
本
人
に
通
知
し
ま
す

採
用
予
定
日
四
月
一
日
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市政だより(3) 

※ 

暮

し

ま
ち
の
つ
く
り

明

る

い

専

全
体
会
議
(
講
義
)

・
食
生
活
は
こ
の
ま
ま
で
よ
い
か

京
都
市
衛
生
研
究
所

研

究

主

幹

藤

原

邦

達

.
お
び
や
か
さ
れ
る
食
生
活

長
崎
大
学
医
学
部
助
教
掩

武

居

洋

・
つ
く
る
人
・

食
べ
る
人

九
州
大
学
農
学
部
教
授

渡

辺

忠

雄

的

H
汁

S
H
I
t
 

な

知
識
情
報
の
提
供

く
ら
し
の
大
学
開
催

消
費
生
活
に
関
す
る
、
よ
り
専

門
的
な
知
識
、
情
報
を
提
供
し
、

身
近
な
消
費
問
題
の
解
決
、
消
費

者
の
組
織
化
な
ど
、
指
導
的
な
活

躍
を
期
待
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
す
。

午
前
十
時

l
午
後
四
時

場
所

〔
二
日
目
〕

分
科
会

(講
義
及
び
質
疑
)

大
村
商
工
会
議
所
(
パ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
ビ
ル
三
階
)

原
爆
被
爆
者
手
帳
保
有
者
に

期
日

講
座
日
程

一
一
月
十
七
日
・
十
八
日

二
日
目
〕

就

職

支

度

金

を

支

給

りむ

円、、
y二
t
t
、J
~
J
R
J
・、J
ebJ
‘、y-a
，i
k
f
e
e
，r
e--J
、，，
，，ご4
3
-
t
，i
、、
f'
FJ
R
J:
‘J
''
J
、、y
t-
-t
、f
，，，，R
-f
，J
1
J
‘、，
J
:
，、、
f
'dJ
R
J
一、，，
t
J
‘、y
¥-
t
、ピ，
 

竹

市

立

病

院

へ

ム
日
本
専
売
公
社
大
村
営
業
所
、

ム
民
踊
愛
好
会
土
曜
会
子
供
F

、

ム
武
部
郷
の
犬

煙

草

二

百

五
十
個

会

、
舞
踊
慰
問

へ，
 

少

た

塚
栄
祐
さ

ん

ム

久
原
団
地
の
船
本
行
徳
さ
ん
、

ム
餅
五
キ

ロ
、
慰
問
袋
四
十
三
個
ν

叩

う

し

は

、

亡

妻

早

ホ

l
レ
ン
草
九
キ
ロ
、
リ
ン
ゴ

ム
日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手
会
一

~

と

ま

苗
さ
ん
の
忌

三
十
二
・
七
キ

ロ
、
ト
マ
ト
七

長
崎
県
支
部
二
万
円

-

U

が

、

明

に

市

立

病

キ

口

、

キ

ュ

ウ

リ
一
・
七
キ
ロ
ム
松
原

一
ノ
郷
の
八
幡
丸
商
居
、
)

、

'aw

り

・

院

の
医
療
機
ム
琴
海
会
代
表
者
松
下

広

次

さ

ん

お

菓
子

八

・

四

キ

ロ

ヘ

d

あ

さ

川

4
1

械

器

具

整

備

外

十
人
、

餅
十
五
キ
ロ
、

清
酒
ム
本
経
寺
、
餅
十
六
キ
ロ
、
み
か

~

向
，
t

i

t

-

~

寄

こ

の

た

め

、

金

二

本

ん

六

キ

ロ

V

バ

ご

一

封

ム
大
村
部
隊
、

炉
本
准
尉
外
二
人
ム
下
田
町
の
中
島
登
雄
さ
ん
、
毎
(

~

、
清
和
国
へ

音
楽
慰
問、

み
か
ん
二
十
キ
ロ

臼

新

聞
一
月
中
サ
ー

ビ

ス

ヘ

グ
-
〉
-
t
t
i
f
f
'
J
〉
〉
三
九
三
(

J

J

J

〉
P
7
1
f
'
t
J
J
〉、，
:
e
e
-
-
i
t
-
-
f
J
〉
、
f
;
1
f
i
e
f
J
〉
、
J
1
仁

おお

下

水

道
①
食
糧
危
機
は
本
当
に
く
る
か

長
崎
県
立
女
子
短
期
大
学
講

師

高

田

信

一

②
食
品
の
表
示
、
選
び
方
、
保
存

中
村
学
圏
大
学
教
授
小
林

③
食
品
の
安
全
性

長
崎
大
学
薬
学
部
教
授

有

吉

敏

彦

受
講
料
無
料

※
申
込
み
な
ど
詳
し
く
は
市
商
工

観
光
課

へ

原
爆
被
爆
者
健
康
手
帳
保
持
者

で
、
本
人
、
ま
た
は
そ
の
子
供

の
就
職
の
場
合
は
就
職
支
度
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
条
件

一
被
爆
者
本
人
及
び
生
計
を
同

一

に
す
る
子
供
が
県
内
の
公
共
職

業
安
定
所
を
通
じ
就
職
す
る
人

一
所
得
が
低
所
得
で
あ
る
人

(
低
所
得
者
と
は
市
民
税
千
二

百
円
以
下
の
人
を
い
い
ま
す
)

支
給
金
額

本
人
の
場
合
四
万
円
、
そ
の
子

の
場
合
一
万
五
干
円
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

※
申
請
書
は
市
福
祉
課
に
あ
り
ま

寿

求

ノ¥

'情

大
村
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、

電
話
で
最
近
の
求
人
情
報
を
次
の

と
お
り
提
供
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

電
話
の
設
置
場
所
及
び
電
話
番
号

。
諌
早
公
共
職
業
安
定
所

Z
O九
五
七
二
|
三
|
五

0
0
0

求
人
情
報
の
内
容

乙
の
情
報
は
、
大
村
公
共
職
業

安
定
所
管
内
及
び
諌
早
公
共
職
業

安
定
所
管
内
を
含
み
ま
す
。

内
容
O
男
子

・
女
子
の
事
務
員
、

庖
員

営
業
関
係
の
求
人

農
家
の
花
嫁
(
婿
)

結
婚
相
談
は
、
農
協
支
所

す
の
で
、

三
月
五
日
ま
で
に
市

福
祉
課
へ
出
し
て
下
さ
い
。

報

は

電

話

で

お

気

軽

に

O
男
子
・
女
子
の
技
能
作
業
関
係

の
求
人
情
報
で
事
業
所
の
所
在

地
、
事
業
内
容
、
職
種
、

年
齢

賃
金
な
ど
録
音
さ
れ
て
い
る
求

人
件
数
は
約
十
二
件

O
通
話
時
間
は
二
分
三
十
秒
で
二

回
線
(
同
時
に
二
人
ま
で
通
話

で
き
ま
す
〉
と
な
っ
て
い
ま
す

O
通
話
は
毎
週
月
曜
日
か
ら
土
曜

日
ま
で
。
朝
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で
の
間
で
(
土
曜

日
は
正
午
〉
月
曜
日
ご
と
新
し

い
内
容
に
切
替
え
ま
す
。

の

ま
た
は
農
業
委
員
会
へ

ど
う
ぞ
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チ
ャ
ン

ス

は

い

ま

ネ
ズ
ミ
を
い

っ
せ
い
に

むお

退

治

し

よ

お市政だより

ネ
ズ
ミ
は
年
聞
を
通
じ
て
生
息

し
て
い
ま
す
が
、
特
に
春
と
秋
の

気
候
温
暖
な
季
節
に
よ
く
繁
殖
し

ま
す
。最
近
は
、
人
間
の
住
居
に
冷
暖

房
設
備
が
普
及
し
た
た
め
、

温
度

の
制
約
を
う
け
な
い
乙
と
、
よ
り

栄
養
価
の
高
い
食
物
が
四
季
を
間

わ
ず
豊
富
に
あ
る
乙
と
な
ど
か
ら

周
年
繁
殖
す
る
も
の
が
増
え
て
い

山

「

冬

の

予

防

メ

モ

」

…

健
康
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

マ
戸
外
で
運
動
を
し
ま
し
ょ
う
を
使
う
あ
ま
り
、
と
か
く
室

寒
さ
に
負
け
ず
戸
外
に
出
て
内
の
空
気
は
汚
染
さ
れ
や
す

思
い
き
り
新
し
い
空
気
を
吸

い
も
の
で
す
。
と
き
ど
き
時

い

ま

し

ょ

う

。

聞

を

き

め

て

室

内

の

換

気

を

そ
し
て
運
動
不
足
に
な
り
が
し
ま
し
ょ
う
。

ち
な
季
節
で
す
か
ら
、
十
分

マ
着
ぶ
く
れ
に
気
を
つ
け
ま
し

体
を
動
か
し
、
ま
た
、
日
光
ょ
う

浴

を

し

ま

し

ょ

う

。

衣

服

の

健
康
的
な
着
方
を
工

マ
部
屋
の
換
気
に
つ
と
め
ま
し
夫
し
ま
し
ょ
う。

ょ
う

特
に
子
供
の
着
ぶ
く
れ
に

寒
い
時
期
で
す
。
暖
房
に
気

注
意
し
ま
し
ょ
う。

※ 

下

水

道

伸

ば

す

ま
す
。
家
庭
や
職
場
、
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
、
い
っ
せ
い
に
駆
除
活
動

を
し
ま
し
ょ
う。

。
ネ
ズ
ミ
を
増
や

さ
な
い
た
め
に

ネ
ズ
ミ
の
生
活
か
ら
食
物
と
場

所
を
奪
い
さ
る
こ
と
で
す
。

食
料
品
の
管
理
、
食
物
、
残
菜

な
ど
の
処
置
、
家
庭
内
の
整
理、

整
頓
、
侵
入
の
防
止
(
通
路
を
ふ

さ
ぐ
)
巣
を
つ
く
ら
せ
な
い
こ
と

を
徹
底
す
る
乙
と
で
す
。

。
薬
を
使
っ
て

薬
剤
を
使
用
し
て
、不
ズ
ミ
を
中

毒
死
さ
せ
る
こ
と
で
、

殺
そ
剤
を

食
べ
た
ネ
ズ
ミ
は
徐
々
に
お
乙
る

内
出
血
の
た
め
視
力
が
衰
え
死
に

至
り
ま
す
。

毒
え
さ
百

l
百
五
十
粒
を
ふ
ち

の
低
い
皿
な
ど
に
入
れ
、
台
所
や

そ
の
床
下
、
戸
棚
、
押
入
、
物
置

の
壁
際
な
ど
、
ネ
ズ
ミ
が
安
心
し

て
食
べ
ら
れ
る
、
い
く
ら
か
物
か

げ
に
な
っ
た
場
所
へ
五
日
以
上
配

置
し
ま
す
。

配
置
し
た
後
は
食
べ
て
い
る
か

を
確
認
し
ま
す
。

食
べ
て
い
れ
ば
、

ネ
ズ
ミ
が
い

る
と
い
う
確
認
が
と
れ
ま
す
か
ら

減

っ
た
毒
え
さ
を
補
給
し
、
四

t

五
日
連
続
し
て
食
べ
さ
せ
る
と
効

果
が
あ
り
ま
す
。

。
殺
そ
剤
の
あ
っ
せ
ん
に
つ
い
て

は
各
町
務
連
絡
員
さ
ん
に
申
込

書
を
配
布
し
ま
す
の
で
町
内
単

位
で
申
込
み
下
さ
い
。

0

0

0

0

0

0

0

0

0
 

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

ご
み
は
決
め
ら
れ
た
場
所
に

道
路
ぎ
わ
、
雑
草
の
生
い
茂

っ

た
空
き
地
、
河
川
な
ど
に
紙
く
ず

陶
器
、
空
カ
ン
、
悪
臭
を
は
な
つ

残
飯
類
な
ど
が
捨
て
ら
れ
て
い
る

の
を
あ
ち
こ
ち
で
見
か
け
ま
す
。

郷

土

ョ~
同

つ

つ
い
最
近
も
、

鈴
田
釜
川
内
付

近
の
道
路
際
に
家
庭
か
ら
出
た
と

思
わ
れ
る
空
カ
ン
、
紙
く
ず
が
軽

自
動
車
一
台
分
く
ら
い
捨
て
て
ろ

り
ま
し
た
。

夢

耳

と
2
月
間
日
本目

仁ゴ

美
し
い
環
境
、
美
し
い
郷
土
を

つ
く
る
た
め
、

市
民
一
人
一
人
が

一
致
協
力
し
て
、
不
法
投
棄
を
し

な
い
、
ま
た
、
さ
せ
な
い
よ
う
に

心
が
け
、
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

一清掃だより-

13日12 11 2月 10

し尿汲み取りは休みます

葉

の

三火
回ぺ

日

午
後
1
時

1
4時

福

祉

セ

ン

タ

の
た
め
真
剣
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

不
法
投
棄
を
し
た
人
は
、

廃
棄

物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
で
処
罰
さ
れ
ま
す
。

し
尿
処
理
施
設
の
機
械
修
理
の

た
め
、
二
月
十
・
十
一
・
十
二
・

十
三
日
の
し
尿
処
理
が
中
止
と
な

り
ま
す
。

従

っ
て
、
そ
の
期
間
の
し
尿
汲

み
取
り
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
一

月
三
十
日
と
二
月
三
日
の
日
曜
日

に
行
い
ま
す
。

ご
電 清森み
話 掃 園と
セ町 し

三二ンー 尿
I Iタ 四 の
三 二 l 七相
i五 八へ O 談 i
三一 番は!
九 四 地
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お

し

り

せ

募

集

園
県
営
住
宅
の
入
居
者

〈
久
原
第
二
団
地
V
A棟
、

一
種

所
在
地
久
原
郷
字
長
瀬
一
一
七

三
番
地
一

構
造
中
層
耐
火
構
造
五
階
建

申
込
資
格
川
住
宅
に
困
窮
し
て

い
る
乙
と
が
明
ら
か
な
人
で
、

県
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所

を
有
す
る
人

り

同
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
収
入
を

合
算
し
て
昭
和
五
十
二
ヰ
一
月

か
ら
十
二
月
ま
で
の
総
収
入
を

所
得
税
法
に
基
づ
い
て
控
除
し

た
残
額
の
十
二
分
の
一
か
ら
扶

養
親
族
一
人
に
つ
き
一
万
六
千

円
を
控
除
し
た
額
が
、
第
一
種

の
場
合
三
万
六
千
円
を
超
え
六

万
五
千
円
以
下
、
第
二
種
住
宅

の
場
合
は
三
万
六
千
円
以
下
で

あ
る
乙
と
。

むおお市政だより

付
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し

ょ
う
と
す
る
親
族
(
未
届
の
配

下

水

道良厚
〈喜多

偶
者
、
若
L
く
は
婚
約
者
を
含

む
)
が
あ
る
乙
と

一

一
般
住
宅
三
十
戸

面
積
六
二
・
五
七
d

間
取
り
六
畳
、
六
畳
、
洋
間

(
四
・
五
畳
)
、

D
K
(
六
畳
)

設
備
水
洗
便
所
・
都
市
ガ
ス
・

浴
室
(
但
し
浴
槽
は
入
居
者
に

て
設
置
)

家
賃
一
万
九
千
二
百
円

敷
金
五
万
七
千
六
百
円

圏
市
営
住
宅
の
入
居
者

八
久
原
住
宅
第
二
団
地
〉
イ
棟

所
在
地
久
原
郷
字
長
瀬
一
一
七

三
番
地
一

種
別
・
構
造
お
よ
び
戸
数
並
び
に

面
積第
一
種
中
層
耐
火
構
造
五
階
建

三
十
戸

一
戸
当
り
六
二
・
五
七
ぽ

間
取
り
六
畳
、
六
畳
、
洋
間

(
四
・
五
畳
)
、

D
K
ハ
六
畳
)

設
備
水
洗
便
所
・
都
市
ガ
ス
・

浴
室
(
但
し
浴
槽
は
入
居
者
に

住

町

み

よ

い

て
設
置
)

家
貫
一
万
九
千
二
百
円
(
予
定
)

敷
金
五
万
七
千
六
百
円
(
予
定
)

八
久
原
第
二
団
地
〉
ロ
棟

構
造
第
二
種
中
層
耐
火
構
造
五

階
建
二
十
戸
(
う
ち
一
般
住
宅

十
六
戸
・
母
子
家
庭
向
二
戸
・

老
人
世
帯
向
二
戸
)

一
戸
当
り
五
九
・
三
五
d

間
取
り
六
畳
、
六
畳
、
洋
間

(
四
・
五
畳
)
、

D
K
(
五
畳
)

設
備
前
掲
に
同
じ

家
賃
(
予
定
)

一
般
住
宅
一
万
三
千
五
百
円

母
子
世
帯
一
万
二
千
五
百
円

老
人
世
帯
一
万
三
千
五
百
円

敷
金
(
予
定
)

一
般
住
宅
四
万
五
百
円

母
子
世
帯
三
万
七
千
五
百
円

老
人
世
帯
四
万
五
百
円

〈
池
田
ア
パ
ー
ト
〉
ト
棟

所
在
地
池
田
郷
字
一
本
松
七
三

種
別
・
構
造
お
よ
び
戸
数
並
び
に

面
積第
二
種
中
層
耐
火
構
造
五
階
建

三
十
二
戸
(
う
ち
一
般
住
宅
二

十
五
戸
・
母
子
世
帯
二
戸
・
老

人
世
帯
一
戸
・
車
イ
ス
世
帯
二

一
戸
・
盲
人
世
帯
二
戸
)

間
取
り
一
般
・
母
子
・
老
人
!
大
畳
、

六
畳
、
洋
間
(
四
・
五
畳
)

D
K
(
五
畳
)

車
イ
ス
五
畳
、
洋
間
(
七
畳
)

ホ
ー
ル
|
(
四
・
五
畳
)
、

D
K

(
五
畳
)

盲
人
l
六
畳
、
六
畳
、
洋
間

(
四
畳
)
、

D
K
(
五
畳
)

設
備
一
般
・
母
子
・
老
人
は
前

掲
の
久
原
第
二
団
地
に
同
じ
。

車
イ
ス
・
身
障
者
向
水
洗
・
浴

室
(
浴
槽
・
温
水
機
付
)
盲
人

用
の
便
所
は
一
般
と
同
じ
浴
槽

付
家
賃
(
予
定
)

一
般
住
宅
一
万
三
千
五
百
円

母
子
世
帯
一
万
二
千
五
百
円

老
人
世
帯
一
万
三
千
五
百
円

車
イ
ス
一
万
三
千
五
百
円

盲

人

一

万

三

千

五

百

円

敷
金
(
予
定
)

一
般
住
宅
四
万
五
百
円

母
子
世
帯
三
万
七
千
五
百
円

老
人
世
帯
四
万
五
百
円

車

イ

ス

四

万

五

百

円

盲

人

四

万

五

百

円

入
居
資
格

ム
一
般
入
居
の
場
合

川
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
な
人
で
、
市
内
に
住
所

ま
た
は
勤
務
場
所
を
有
す
る
人

※
他
は
県
営
住
宅
と
同
じ

ム
母
子
世
帯
の
場
合

配
偶
者
の
な
い
女
子
で
あ
っ
て

現
在
二
十
歳
未
満
の
児
童
を
扶

養
し
て
い
る
人

ム
老
人
世
帯

満
六
十
歳
以
上
の
老
人
と
配
偶

者
ま
た
は
満
十
八
歳
の
児
童
な

ど
で
構
成
す
る
世
帯
で
あ
る
こ

ん」。

ム
身
体
障
害
者
の
場
合

@
車
イ
ス
向

入
居
者
、
若
し
く
は
同
居
し
、

ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
人

が
戦
傷
者
手
帳
を
所
持
し
て
い

る
人
お
よ
び
身
体
障
害
者
手
帳

に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
で
現
在

車
イ
ス
を
利
用
し
て
い
る
人

。
盲
人
入
居
者
、
若
し
く
は
同
居
し
、

ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
人

が
戦
傷
者
手
帳
を
所
持
し
て
い

る
人
お
よ
び
身
体
障
害
者
手
帳

に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
で
全
盲

で
あ
る
乙
と

@
母
子
・
老
人
・
身
障
者
に
つ
い

て
は
前
掲
し
た
他
、
一
般
の
県

市
営
住
宅
の
場
合
と
同
じ
条
件

を
必
要
と
し
ま
す
。

抽
選
日
時

二
月
二
十
一
日

午
前
九
時
三
十
分

抽
選
場
所

市
役
所
第
一
会
議
室

入
居
予
定
日
四
月
一
目

。
入
居
申
込
み
は
一
世
帯
で
県
、

市
問
わ
ず
二
カ
所
ま
で
で
き
ま

す
(
同
種
の
み
)

※
詳
し
く
は
市
建
築
課
へ
。

園
県
立
盲
学
校
の

児
童
・
生
徒

募
集
学
部

O
幼
稚
部

O
小
笠
部
一

l
六
年

O
中
学
部
一

t
三
年

O
高
等
部
普
通
科
一

l
三
年

O
高
等
部
保
健
理
療
科
一
年

O
高
等
部
専
攻
科
一
年

入
学
で
き
る
視
力
め
程
度

(
矯
正
視
力
)

O
盲
及
び
弱
視

(
0
・
三
未
満
)

の
人

O
視
覚
障
害
の
た
め
普
通
学
校

で
学
習
困
難
な
人

所
在
地

O
長
崎
県
立
盲
学
校

西
彼
杵
郡
時
津
町
西
時
津
郷

O
長
崎
県
教
育
庁
学
校
教
育
課

特
殊
教
育
係

長
崎
市
江
戸
町
二

l
一三

※
詳
し
て
は
盲
学
校
、
ま
た
は
県

学
校
教
育
課
へ
ど
相
談
下
さ
い
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注
射
と
検
診

圃
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健

康

相

談

市政だより

生
後
五
カ
月
ま
で
に
一
度
も
健

康
相
談
を
受
け
て
い
な
い
乳
児
と

現
在
妊
娠
中
の
人
は
、
是
非
ご
利

用
下
さ
い
。

月日 |時 間 |場 所 | 対 象

2月 8日13:30--15:00 鈴田出張所 妊婦と乳幼児

2月10日193:3000~~1115::000 0 竹松出張所 乳幼児

2月15日13:30--15:00 松原出張所 妊婦と乳幼児

2月22日 9: 30--11: 00 萱瀬出張所 妊婦と乳幼児

圃
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風

(
混
合
)
の
予
防
接
種

該
当
者
ω第
一
期
(
初
回
免
疫
)

生
後
二
十
四
月
か
ら
四
十
八
月

ま
で
の
入
で
、
ま
だ
初
回
免
疫

接
種
が
完
了
し
て
い
な
い
人

凶
第
二
期
(
追
加
免
疫
)

初
回
免
疫
接
種
後
十
二
月
か
ら

十
八
月
に
至
る
期
間
の
人

接
種
要
領

第
一
期
六
週
間
の
間
隔
を
お

い
て
二
回

第
二
期
い
ず
れ
か
の
日
に
一

回

禁
忌
者
有
熱
者
・
か
っ
け
・
心

臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
疾
患
者

胸
腺
り
ん
ぱ
体
質
の
人

料

金

無

料

な
お
、
当
日
は
必
ず
体
温
を
計

っ
て
き
て
下
さ
い
。

母
子
手
帳
も
忘
れ
な
い
よ
う
に

持
っ
て
き
て
下
さ
い
。

日
程
は
下
記
の
と
お
り

圃
2
歳
児
健
康
診
査

異
常
を
早
く
発
見
し
、
健
や
か

な
心
と
体
の
発
育
を
促
す
た
め
に

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

対
象
昭
和
五
十
年
一
月
生
れ
、

及
び
四
十
九
年
八
月
か
ら
十
二

月
生
れ
で
、
ま
だ
健
康
診
査
を

受
け
て
い
な
い
幼
児
。

日
時
二
月
十
七
日
・
二
十
三
日

午
後
一
時
三
十
分

t
二
時
(
受

ジフテリア・破傷風予防接種目程表

接種会場 I 1回目 I2回目

市 役 所 2月15日 3月29日

萱瀬出張所 (火) (火)

諏訪公民館

三浦診療所
2月16日 3月30日
(水〉 (オく)

鈴田出張所

竹松出張所 2月17日 3月31日

福重第11分団詰所 (木) (木)

中地区公民館 2月18日 4月 1日

松原出張所
(金〉 (金)

付
)

場
所
市
役
所
第
二
会
議
室

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
持
っ
て

き
て
下
さ
い
。

現
在
、
は
し
か
、
水
ぼ
う
そ
う

な
ど
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
お
子

さ
ん
は
、
次
回
健
康
診
査
日
に
お

受
け
下
さ
い
。

な
お
、
該
当
者
に
は
通
知
し
ま

す。

催

し

も

の

圏
第

5
回
家
庭
教
育
映
画
会

「
し
か
ら
な
い
時
代
・
し

か
れ
な
い
親
」

内
容
「
ほ
め
る
こ
と
が
教
育
上

よ
く
、
し
か
る
こ
と
は
悪
い
」

映
画

と
い
う
風
潮
は
、
し
か
る
乙
と

を
い
や
が
る
人
間
、
「
し
か
れ

な
い
親
」
を
つ
く
り
つ
つ
あ
る

と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
乙
で
、
正

し
く
し
か
る
こ
と
の
教
育
的
意

義
の
重
要
さ
を
生
か
す
た
め
に

「
し
か
れ
な
い
親
」
か
ら
の
脱

皮
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

日
時
二
月
九
日
(
水
)

午
前
十
時
か
ら

場
所
中
央
公
民
館

申
込
電
話
(
②
i
四
三
二
一
)

で
中
央
公
民
館
へ
。

ス
ポ
ー
ツ

圏
月
例
卓
球
大
会

日
時

一
一
月
十
三
日
(
日
)

午
前
九
時

l
午
後
五
時 時間は、いずれも午後2時--3時

場
所
市
民
体
育
館

参
加
料
一
般
・
高
校
三
百
円

中

学

二

百

円

ダ
ブ
ル
ス
四
百
円

試
合
中
学
・
高
校
・
一
般

三
十
歳
代
・
四
十
歳
代

各
男
女
シ
ン
グ
ル
ス

一
般
男
女
ダ
ブ
ル
ス

申
込
先
大
村
ス
ポ
ー
ツ
社

旭
堂
ス
ポ
ー
ツ
庖

向
揚
ス
ポ
ー
ツ
居

親
和
金
融
内
大
村
卓
協
事
務
局

講

習

会

闘
第

9
回
婦
人
教
養
講
座

一
昭
和
五
十
一
年
度
(
昨
年
末
)

一
の
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
の
実

↑
施
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
の

皆
様
に
は
温
か
い
ど
協
力
と
ど

一
支
援
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

一
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
義
援

一
金
は
、
総
額
百
十
六
万
六
千
六

日
歳
末
た
す
け
あ
い

H

「
ア
メ
リ
カ
婦
人
の
生
活

と
考
'
え
方
」

学
生
時
代
も
ア
メ
リ
カ
で
生

活
さ
れ
、
そ
の
後
二
回
の
長
期

の
旅
行
を
通
じ
て
、
「
ア
メ
リ

カ
生
活
旅
行
」
(
白
馬
出
版
)

の
著
書
も
あ
る
豊
富
な
生
活
経

験
を
通
し
て
「
ア
メ
リ
カ
婦
人

の
生
活
と
考
え
方
」
に
つ
い
て

お
話
し
を
聞
き
ま
す
。

講
師

N
B
C
業
務
本
部
副
部
長

桑
原
勢
津
子
先
生

日
時
二
月
二
十
四
日
(
木
)

午
前
十
時
か
ら
(
時
間
厳
守
)

場
所
中
央
公
民
館

申
込
電
話
(
②
l
四
三
二
一
)

で
中
央
公
民
館
へ
。

演
題

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご

ざ

い

ま

し

た

百
八
十
六
円
と
な
り
ま
し
た
。

義
援
金
の
配
分
に
つ
い
て
は

配
分
委
員
会
に
は
か
り
、
低
所

得
世
帯
や
社
会
福
祉
施
設
の
入

所
者
(
児
)
及
び
長
期
入
院
患

者
な
ど
困
っ
て
い
る
人
々
に
見

舞
金
を
贈
り
ま
し
た
。

大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会
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